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荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
平
成
31

年
愛
南
町
消
防
出
初
式
が
開

催
さ
れ
、
町
内
５
方
面
隊
18
分
団

か
ら
総
勢
３
８
４
人
の
団
員
が
参
加

し
、
決
意
を
新
た
に
「
災
害
に
強
い

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
誓
い
を

さ
ら
に
固
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
屋
内
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
松
岡
増ま

す

幸ゆ
き

愛
南
町
消
防
団
長
は
「
消
防
団
員

と
し
て
の
責
務
を
再
認
識
し
、
消
防

知
識
・
技
術
の
研
鑽
を
積
み
、
団
員

一
丸
と
な
っ
て
住
民
の
期
待
や
付
託

に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
示

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
頃
の
消
防
団
活
動
に
功

績
が
あ
っ
た
団
員
等
に
対
し
て
、
愛

媛
県
知
事
や
消
防
協
会
長
等
か
ら
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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御

地域防災への決意新たに
平成31年愛南町消防出初式開催

平
成
31
年
愛
南
町
消
防
出
初
式

被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

●
功
労
賞 

消
防
団
本
部
副
団
長 

木
村し
ゅ
ん
す
け

俊
介

●
勤
続
賞 

消
防
団
本
部
副
団
長 

小
松
一か
ず
よ
し好

ほ
か
９
名

愛
媛
県
知
事
表
彰

●
功
労
賞 

　
　
内
海
方
面
隊
第
１
分
団
分
団
長 

寺
岡
秀ひ
で
ゆ
き幸

ほ
か
５
名

●
功
労
賞
（
自
治
体
消
防
70
周
年
特
別
表
彰
） 

　
　
消
防
本
部
消
防
司
令 

松
本
正ま
さ

人と 

ほ
か
８
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

●
竿
頭
綬 

愛
南
町
消
防
団

●
功
績
賞 

城
辺
方
面
隊
第
３
分
団
副
分
団
長

大
野
長な
が

十と

し史 

ほ
か
３
名

●
勤
続
賞 

御
荘
方
面
隊
第
３
分
団
分
団
員 

稲
田
將ま
さ
ゆ
き行 

ほ
か
36
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長  

感
謝
状

●
家
族
内
助
の
功
労
者

　
　
　

西
海
方
面
隊
福
山
副
分
団
長
夫
人 

福
山
眞ま

み美

愛
南
町
長
表
彰

　
一
本
松
方
面
隊
第
２
分
団
団
員 

宮
本
義よ
し
た
け丈ほか

９
名

愛
南
町
長
団
体
表
彰

　

御
荘
方
面
隊
第
２
分
団
赤
水
支
部

 （
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）

愛
南
町
消
防
団
長
表
彰

　
　

西
海
方
面
隊
第
１
分
団
部
長 

阿
部
末す
え
ひ
ろ広ほ

か
17
名

愛
南
町
消
防
団
長
特
別
賞

　
　

一
本
松
方
面
隊
第
４
分
団
団
員 

森
田し
ゅ
う
へ
い

修
平

❶
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
成
31
年
愛

南
町
消
防
出
初
式
❷
受
賞
者
代
表
謝
辞
を
述
べ
る
内

海
方
面
隊
第
１
分
団
寺
岡
秀ひ

で

幸ゆ
き

分
団
長

愛南町消防団を代表して、愛媛県消防協会長表彰
竿頭綬を受賞する松岡増

ます

幸
ゆき

愛南町消防団長

❶

❷

町のできごとをお伝えします。

TOWNニュース

愛媛ＣＡＴＶの動
画はこちらから
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レ
ク
ロ
ッ
ジ
前
駐
車
場
で

「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
愛
南
！
冬

の
陣
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
き
や
ブ
リ
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
旬

の
柑
橘
な
ど
、
愛
南
町
の
冬
の
味
覚

が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
、
た

く
さ
ん
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

焼
き
か
き
や
か
き
ご
飯
な
ど
が
食

べ
放
題
で
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
早
朝
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、

早
々
に
定
員
に
達
す
る
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。

　

鬼
北
町
か
ら
家
族
５
人
で
訪
れ
た

と
い
う
二
宮
明あ

け

美み

さ
ん
は
、「
食
べ

放
題
は
２
回
目
。
か
き
は
身
の
入
り

が
良
く
て
プ
リ
プ
リ
で
、
甘
み
も
あ

り
す
ご
く
美
味
し
か
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
か
き
汁
の
無
料
配
布
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
か
き
の
数
当
て
ク

イ
ズ
や
か
き
の
積
上
げ
競
争
な
ど
も

行
わ
れ
、
来
場
者
は
愛
南
町
の
か
き

に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

南

2/
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愛
南
町
の
冬
の
味
覚
を
満
喫

ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
愛
南
！
冬
の
陣
開
催

プリップリのかきをいただきまーす !! 姉妹都市の篠山市からも出店いただきました

目玉のかき食べ放題
コーナーには長蛇の列が。

大盛況!

愛媛ＣＡＴＶ
の動画はこち
らから
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❶ミネラルたっぷりのかきが次々と焼かれ
ました❷かきの積上げ競争で優勝してヒオ
ウギ貝をゲット！❸不思議なバルーンアー
トが子どもたちをくぎ付けに。

かきのすくいどり

かきの積上げ競争

餅つき体験
グリーンツーリズム

町のできごとをお伝えします。

TOWNニュース

会場には愛南のうまいもんが勢揃い

牡蠣に夢中 !
体験コーナーもにぎやかに

❶❷

❸
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愛媛ＣＡＴＶ
の動画はこち
らから

愛媛ＣＡＴＶ
の動画はこち
らから

町のできごとをお伝えします。

TOWNニュース

生
活
を
見
直
し
、
健

康
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
お
う
と
、
一
本
松
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
「
あ
い

な
ん
食
改
味
ま
つ
り
」（
主

催
：
愛
南
町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
）
が
開
催
さ
れ
、

１
０
０
人
以
上
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
協
議
会
の
活

動
紹
介
パ
ネ
ル
が
展
示
さ

れ
、
来
場
者
に
は
料
理
の
レ

シ
ピ
が
配
付
さ
れ
ま
し
た
。地元の農水産物をふんだんに用いた料理

食 食
生
活
見
直
す
機
会
に

食
改
味
ま
つ
り
開
催

本
松
保
健
セ
ン
タ
ー

内
に
「
南
宇
和
地

区
厚
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
、
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

非
行
や
犯
罪
の
な
い
社
会

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

南
宇
和
地
区
保
護
司
会
が
設

立
し
た
も
の
で
、
セ
ン
タ
ー

に
は
毎
週
２
回
（
火
・
金
曜

日
９
時
〜
16
時)

保
護
司
が

在
中
し
、
業
務
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
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開会あいさつを述べる木田雄
ゆう

三
ぞう

会長

一 非
行
や
犯
罪
の
な
い

社
会
を
め
ざ
し
て

媛
県
庁
で
高
校
生

の
地
域
づ
く
り
活

動
を
顕
彰
す
る
「
え
ひ
め

地
域
づ
く
り
ア
ワ
ー
ド
・

ユ
ー
ス
２
０
１
８
」（
主

催
：
公
益
財
団
法
人
え
ひ

め
地
域
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
）
の
最
終
審
査
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、「
世
界
へ
届
け
！
愛

南
ゴ
ー
ル
ド
」
と
題
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認

証
取
得
に
向
け
た
取
組
な

ど
を
発
表
し
た
南
宇
和
高

校
地
域
振
興
研
究
部
が
最

1/
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❶
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
笑
顔
を
見

せ
る
南
高
地
域
振
興
研
究
部
❷
最
終

審
査
で
取
組
を
発
表
す
る
部
員

愛

南高地域振興研究部が最優秀賞
えひめ地域づくりアワード・ユース2018

1/
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優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
え
ひ
め
地
域
づ
く
り
ア

ワ
ー
ド
・
ユ
ー
ス
」
は
、

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と

な
る
若
い
世
代
の
活
動
を

支
援
し
よ
う
と
、
昨
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
取
組
で
、

今
年
は
、
県
内
の
高
校
21

校
27
団
体
か
ら
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
研
究
部
の
木

下
紗さ

羽わ

さ
ん
（
３
年
）
は
、

「
受
賞
を
機
に
南
宇
和
高
校

の
が
ん
ば
り
が
伝
わ
れ
ば

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
し
た
。

❶

❷
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愛媛ＣＡＴＶ
の動画はこち
らから

土
交
通
省
四
国
地
方

整
備
局
で
、
四
国
地

方
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
小
委
員
会
で
は
、
四

国
横
断
自
動
車
道　

宿
毛
〜

内
海
間
の
３
回
目
と
な
る
計

画
段
階
評
価
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
ル
ー
ト
帯
を
大

規
模
災
害
時
な
ど
に
防
災

拠
点
施
設
と
連
絡
が
で
き
る

「
市
街
地
と
の
連
絡
性
を
優

先
し
た
ル
ー
ト
」
に
す
る
こ

と
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

「
御
荘
地
区
」、「
城
辺
地
区
」、

「
一
本
松
地
区
」
へ
設
置
す

る
な
ど
の
対
応
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

国 宿
毛
〜
内
海
間

ル
ー
ト
帯
な
ど
に

対
応
方
針

国
西
南
地
域
道
路

整
備
促
進
協
議
会

（
会
長 

清
水
雅
文
愛
南
町

長
）
と
、
愛
南
町
と
宿
毛

市
の
部
会
役
員
は
、
東
京

都
内
で
愛
媛
県
・
高
知
県

選
出
国
会
議
員
と
共
に
、

国
土
交
通
事
務
次
官
な
ど

と
面
会
し
、
四
国
横
断
自

動
車
道
・
宿
毛
〜
内
海

間
（
約
30
㎞
）
の
早
期
事

業
化
な
ど
を
要
望
し
ま
し

た
。

1/

16
四
国
横
断
自
動
車
道
・
宿
毛
〜 

内

海
間
の
早
期
事
業
化
な
ど
を
要
望

し
た
協
議
会
役
員
ら

四

四国横断自動車道・宿毛～内海間の早期事業化を要望

城
小
学
校
の
６
年
生

が
総
合
学
習
の
時
間

に
「
か
が
や
く
町
愛
南
」
を

テ
ー
マ
に
愛
南
町
の
こ
と
を

学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
１
組
の
29
人
が

地
域
の
人
や
保
護
者
ら
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
大

豆
う
ど
ん
を
作
り
ま
し
た
。

　

中
谷
優ゆ

う

希き

く
ん
は
「
料
理

を
通
じ
て
地
域
の
人
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

2/
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大豆うどん作りに挑戦する平城小の児童

平
「
か
が
や
く
町
愛
南
」へ

地
域
と
交
流
通
じ
学
ぶ

荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で

小
学
生
親
子
を
対
象

と
し
た
料
理
教
室
「
親
子
で

ぎ
ょ
し
ょ
く
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

子
育
て
を
楽
し
く
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
あ
い
な

ん
子
育
て
応
援
グ
ル
ー
プ
」

が
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
、
愛
南
漁
協
女

性
部
の
協
力
の
も
と
、
愛
南

町
産
の
真
鯛
な
ど
を
使
っ
た

料
理
５
品
を
作
り
ま
し
た
。

1/
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ヒオウギ貝のグラタン作りを行う親子

御 親
子
料
理
教
室

「
親
子
で
ぎ
ょ
し
ょ
く
」

2/

7
詳
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

愛南町公式HP
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愛媛ＣＡＴＶ
の動画はこち
らから

南
町
の
地
域
医
療
の

窮
状
を
県
民
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

を
背
負
い
、
南
宇
和
病
院
職

員
有
志
が
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
に

出
場
し
て
、
４
２
・
１
９
５

㎞
を
走
り
抜
き
ま
し
た
。

町のできごとをお伝えします。

TOWNニュース

2/
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愛媛マラソンで愛南町の地域医療をＰＲ

愛
「
愛
南
に
心
あ
る
医
療
を
」

愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
で
Ｐ
Ｒ

南
町
議
会
が
主
催
す

る
「
町
民
と
の
意
見

交
換
会
」
が
御
荘
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し

た
約
１
３
０
人
の
町
民
と
議

員
15
人
が「
図
書
館
」を
テ
ー

マ
に
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
人
が

集
ま
る
複
合
施
設
が
必
要
」、

「
財
政
負
担
を
子
や
孫
に
残

し
た
く
な
い
」
な
ど
多
様
な

意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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図書館をめぐり活発な意見交換が行われました

愛
「
図
書
館
」
テ
ー
マ
に

活
発
な
意
見
交
換

本日!海日和!!  vol.100
「どちらも本物」

　骨董品の値段を付けるテレビ番組が好きでよく見ている。時々に
● ●

せ物が登場するのがおもしろい。

本物あってのに
● ●

せ物だが、魚の世界では、「にせ」が付いていてもに
● ●

せ物というわけではない。

　魚に新しく名前を付けるとき、すでに名前が付いている魚に似ている場合に「にせ」を付け加える

ことがある。写真の２匹は、チョウチョウウオの仲間で、どちらも美しい模様をしている。写真で見

ると違いがよく分かるが、泳いでいるときに見分けるのはなかなか難しい。に
● ●

せが付いていても付い

ていなくても、どちらも美しい本物である。

　「にせ」の他にも「だまし」「もどき」等が付いている生物には珍しい種類が多い。「にせ」「だまし」「も

どき」等が付いた珍魚を探すのもダイビングの楽しみの一つである。

（撮影地：須ノ川）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛南サンゴを守る会 西尾知
ともてる

照

フウライチョウチョウウオ ニ
● ●

セフウライチョウチョウウオ

　

南
宇
和
病
院
職
員
一
同

は
い
つ
の
日
か
、地
域
医

療
に
対
す
る
熱
い
思
い
が

報
わ
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。


